

































 平成 20 年３月の小学校学習指導要領（以下学習指導要領）の改訂を受けて，平成 23 年
度から外国語活動が小学校高学年において週１時間の割合で必修化された。以前から取り
ざたされてきた小学校英語の教科化は今回も見送りとなった。しかし，ここに来て，教科




言を受け，文部科学省は平成 25 年 12 月 13 日に「グローバル化に対応した英語教育改革
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 して次のように解説が施されている（文部科学省，2008b, p.17）。 
 音声中心でコミュニケーションを体験させ，異文化理解を図ることを求めている外国語  












































   A: What do you like?   









(C)   
 
 
  本学大学院生が修士論文の一環として行ったアンケート調査（Yoshihiro, 2014）によれ
ば，調査に参加した小学校教員 154 名のうち，148 名（96.1％）が（B）型のカードを選
択している。この絵カードに文字を添えての発音指導は，文字を使っての指導であって，
文字指導ではない。 
 『Hi, friends!』の中にも文字がかなり使用されている。Lesson のタイトル（例：I like 
apples）や活動名（例：Let’s listen.）に文字が使用されている。挿絵に文字が添えてある



































実際，『Hi, friends! 1』の Lesson 6 には，大文字に限定されているが，アルファベット

























































ウ 文字に関する事項  



















るからである。ローマ字で書かれた Naruto はそのまま英語でも Naruto である。わざわ
ざ中学校で学び直す必要はない。その一方で，日本語の普通名詞をローマ字表記したもの
を見せたり，普通名詞をローマ字つまりアルファベットで書かせることは避けるべきであ
ろう。例えば ，tsukue をツクエと読ませたり，机を tsukue と書かせたりすることには
さほどの意味は認められない。子ども達を取り巻く実生活の中で tsukue や enpitsu に遭
遇する可能性は極めて低いからである。その一方で，ローマ字表記された固有名詞（例え
ば Naruto や Tokushima）は日常生活の中で頻繁に遭遇することになる。加えて，英語の














































































































































・Oxford OWL (http://www.oxfordowl.co.uk/welcome/for-home/reading-owl/reading) 
・Tumble Book Library (https://www.tumblebooks.com/library/asp/customer_login.asp?  
  accessdenied=%2Flibrary%2Fasp%2Fhome%5Ftumblebooks%2Easp） 
・Once Upon a Time in Japan (http://www3.nhk.or.jp/nhkworld/folktale/English/index.  
  html） 
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